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技
術
委
員
会(

北
島
憲
高
委

員
長)

主
催
の
、
「
シ
ー
ル
印
刷

技
術
勉
強
会
」
は
、
七
月
八
日

(

金)

午
後
七
時
よ
り
品
川
駅
に

隣
接
し
た
港
区
高
輪
の
Ａ
Ｐ
品

川
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

                

参

加

者

は

当

組

合

員

を

含

め
、
遠
く
新
潟
や
長
野
か
ら
の

組
合
員
も
参
加
し
、
日
頃
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
対
象
に
し
た
こ
う

し
た
研
修
会
が
な
か
っ
た
だ
け

に
盛
況
で
し
た
。 

初

め

に

北

島

技

術

委

員

長

よ
り
勉
強
会
の
進
め
方
と
し
て

「
本
会
の
参
加
会
社
、
参
加
者

の
印
刷
加
工
で
問
題
点
、
困
っ

て
い
る
点
な
ど
を
話
し
て
も
ら

い
、
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
解

決
方
法
を
い
く
つ
か
提
示
し
て

い
た
だ
き
、
答
え
を
出
し
て
行 

                   く
と
い
う
勉
強
会
で
す
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

参

加

者

は

自

己

紹

介

で

自

分
が
日
頃
担
当
す
る
印
刷
機
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
平
圧

機
や
間
欠
機
が
多
く
、
共
通
の

課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

最
初
に
、
樹
脂
版
の
取
扱
い

が
テ
ー
マ
に
な
り
、
保
存
す
る

際
の
「
洗
浄
の
仕
方
」「
版
の
そ

り
防
止
」「
樹
脂
版
の
メ
ー
カ
ー

の
特
徴
」「
版
の
硬
さ
、
柔
ら
か

さ
の
使
い
分
け
」「
版
の
使
用
限

度
の
見
分
け
方
」
な
ど
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
全
日
シ
ー
ル
連
合

会
の
山
下
技
術
委
員
長
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
参
加
者
の
意
見
が
交

換
さ
れ
ベ
ス
ト
な
答
え
が
得
ら

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
シ
ー
ル
印
刷
で
の
版

の
管
理
は
重
要
な
も
の
で
す
が

当
日
も
や
は
り
こ
の
問
題
に
つ

い
て
も
質
問
が
多
く
、
参
加
者

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。 

さ
ら
に
Ｐ
Ｐ
貼
は
「
し
わ
」

「
蛇
行
」
、
粘
着
原
紙
の
「
カ
ー

ル
」
印
刷
加
工
で
は
ベ
タ
ノ
ー

ル
の
扱
い
方
紙
粉
が
発
生
し
機

上
に
混
入
し
た
場
合
の
除
去
方 

       

 

   

法
、
イ
ン
キ
で
は
硬
い
イ
ン
キ
、

柔
ら
か
い
イ
ン
キ
の
使
い
分
け

な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

日

頃

印

刷

現

場

で

発

生

す

る
多
く
の
課
題
が
勉
強
会
参
加

者
の
意
見
交
換
や
山
下
委
員
長

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
、
ス

キ
ル
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
答
え
が
導

き
出
さ
れ
、
参
加
者
は
「
自
社

の
現
場
で
明
日
か
ら
役
立
て
た

い
」
と
声
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
勉
強
会
は
、
こ
れ
ま
で

山
下
委
員
長
が
中
心
と
な
っ
て

神
奈
川
の
組
合
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
地
理
的
な
問
題

も
あ
り
、
一
度
東
京
で
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
声
に
応
え
て
今

回
当
組
合
主
催
で
開
催
し
た
も

の
で
、
北
島
委
員
長
は
次
回
は

出
来
れ
ば
十
月
二
十
二
日
に
開

催
さ
れ
る
ミ
ニ
機
材
展
で
も
開

催
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。 
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まだ間に合います! 

 是非参加してください 

 

シール印刷技術勉強会を開催  

 オペレーターが共通の問題点出し合う 
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組
合
恒
例
の
「
第
十
八
回
ラ

ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
」
は
、

今
年
も
十
月
二
十
二
日(

土)

に

台
東
区
柳
橋
の
東
商
セ
ン
タ
ー

展
示
場
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
は

い
ま
や
組
合
の
行
事
と
い
う
よ

り
も
、
業
界
の
行
事
と
な
り
毎

回
多
く
の
出
展
者
と
入
場
者
を

集
め
て
い
ま
す
。 

 

二
年
前
か
ら
は
東
京
都
正
札

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
と
神
奈

川
県
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
が

協
賛
し
、
会
場
で
ミ
ニ
技
術
研

修
会
を
開
催
す
る
な
ど
新
た
な

企
画
も
設
け
ら
れ
、
今
回
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
以
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
作
品
の
展
示
も
今

回
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

前
回
は
十
八
社
が
出
展
し
ま

し
た
が
、
出
展
者
の
多
く
が
「
自

社
で
展
示
会
を
や
れ
ば
、
こ
の

出
展
料
で
は
当
然
出
来
な
い
し
、

百
名
を
集
め
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
大

型
展
示
会
よ
り
も
、
中
身
は
恋

展
示
会
だ
と
思
う
」
と
口
を
揃

え
て
評
価
し
て
い
ま
す
。 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
。 

 

■

日

時

・

十

月

二

十

二

日

(

土)

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時

ま
で
。 

 

■
会
場
・
東
商
セ
ン
タ
ー
三

階
展
示
場 

台
東
区
柳
橋
二
の

一
の
九 

 

■
出
展
料
・
四
万
五
千
円(

消

費
税
別) 

六
〇
〇
㎜×

一
，
八

〇
〇
㎜
の
テ
ー
ブ
ル
二
台
分
の

ス
ペ
ー
ス
。 

 

■
出
展
品
・
電
源
は
一
〇
〇

Ｖ
の
み
で
す
の
で
、
展
示
品
に

つ
い
て
は
具
全
に
事
務
局
に
確

認
願
い
ま
す
。 

 

■
出
展
申
し
込
み
・
九
月
五

日(

月)

ま
で
に
す
で
に
送
付
済

み
の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の

上
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
組
合
事
務
局
ま
で

お
申
込
み
下
さ
い
。 

 

 
 

            

得

意

先

か

ら

の

売

掛

金

が

回
収
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
る
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
引
し
た

が
、
相
手
と
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
た
な
ど
の
お
悩
み
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
う
し
た
悩
み
を
解
決
す
る

た
め
に
、
全
日
本
シ
ー
ル
印
刷

協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
弁
護

士
を
使
っ
た
債
権
の
回
収
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

 

長
年
の
古
い
取
引
先
や
下
請

け
企
業
と
の
関
係
で
は
積
極
的

な
不
良
債
権
の
督
促
は
し
づ
ら

く
、
時
に
は
適
正
な
回
収
が
不

可
能
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
注
も
増
え
、

相
手
企
業
の
詳
細
が
分
か
ら
な

い
ま
ま
の
取
引
等
で
、
詐
欺
行

為
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
背
手

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
顧
客
の
回
収
に

携
わ
る
専
門
家(

弁
護
士)

へ
の

相
談
を
一
度
ご
健
闘
さ
れ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
連
合
会
が
推
薦
し
て
い

る
の
は
、
吉
田
法
律
事
務
所
で

依
頼
を
希
望
す
る
組
合
員
は
、

弁
護
士
事
務
所
に
出
向
き
、
事

実
関
係
等
を
話
し
、
解
決
手
段

を
弁
護
士
と
一
緒
に
相
談
す
る

も
の
。 

 

費
用
に
つ
い
て
は
、
請
求
金

額
が
百
万
円
以
下
の
場
合
は
、

着
手
金
は
無
料
、
報
酬
金
は
回

収
金
額
の
三
〇
％(

税
別)

、
百

万
円
か
ら
三
百
万
円
ま
で
は
着

手
金
は
八
％(

税
別)

、
報
酬
金

は
十
六
％(

税
別)

、
三
百
万
円

超
は
着
手
金
は
八
％(

税
別)

、

報
酬
金
は
別
途
協
議
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

ご
関
心
の
あ
る
方
は
左
記
ま

で
お
気
軽
に
お
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

「
吉
田
法
律
事
務
所
」 

 

弁
護
士
・
吉
田 

哲 

 

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
の
十

七
の
十
一 

銀
座
大
雄
ビ
ル
５

Ｆ 
☎
三
五
四
三
―
五
三
六
〇 

午
前
一
〇
時
よ
り
午
後
六
時
ま

で
。 

                                 

 

第 18 回ラベル関連ミニ機材展  

10 月 22 日に開催決定! 

出展申し込み受け付中です 

 

  
不良債権の回収について  

 

弁護士による債権の取立て 

を考えてはどうでしょうか 



      

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
は
、

六
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第

三
十
一
回
定
時
総
会
に
於
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

新
会
長
に
大
日
本
印
刷
の
山
田

雅
義
副
社
長
を
第
九
代
会
長
に

選
出
し
ま
し
た
。 

 

日
印
産
連
は
昨
年
か
ら
従
来

の
活
動
や
組
織
、
予
算
等
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
役
割
や
活
動

テ
ー
マ
を
再
構
築
す
る
『
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』
の
実
行
に
入

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

今
年
度
を
『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
深
耕
年
」
と
位
置
付
け
て
、

五
つ
の
指
針
に
沿
っ
て
『
印
刷

産
業
を
未
来
に
リ
ー
ド
す
る
団

体
』
を
目
指
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

      

五
つ
の
指
針
は
次
の
通
り
。 

 

①
印
刷
産
業
の
社
会
的
地
位

向
上
を
明
確
に
し
、
社
会
的
役

割
を
明
示
し
、
産
業
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
を
図
る
。 

 
②
印
刷
産
業
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
分
か
り
易
く
表
示
し
た

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
」
の
周
知
徹
底
を
図
る
。 

 

③
遂
行
中
の
各
事
業
を
含
め

内
容
を
常
に
見
直
し
て
現
実
的
、

な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
推
進
す
る
。 

 

④
印
刷
産
業
の
連
合
体
と
し

て
説
明
責
任
と
情
報
発
信
を
行

い
、
社
会
的
な
認
知
・
理
解
を

深
め
る
。 

 

⑤
賛
同
表
明
し
た
「
国
連
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」
の

深
耕
を
図
る
。 

 

新
会
長
の
山
田
雅
義
会
長
は

「
稲
木
前
会
長
の
強
力
な
り
ー

で
ー
シ
ッ
プ
の
成
果
を
さ
ら
に

深
め
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
割

だ
と
考
え
、
印
刷
産
業
の
山
積

す
る
課
題
に
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。 

副
理
事
長
に
弓
納
持
氏 

 

常
務
理
事
に
野
尻
氏
が 

 

六

月

二

十

七

日

に

開

催

さ

れ
た
理
事
会
で
、
昨
年
死
去
し

た
副
理
事
長
の
近
藤
健
司
氏
の

後
任
に
、
常
務
理
事
の
弓
納
持

昇
氏
の
就
任
が
承
認
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
る
欠
員
の
常
務
理
事
に

は
理
事
の
野
尻
公
義
氏
の
就
任

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
常
務
理
事
の
西
村
仁

氏
が
大
阪
に
転
勤
に
な
っ
た
た

め
、
欠
員
に
な
っ
て
い
る
が
、

来
年
の
改
選
ま
で
は
欠
員
の
ま

ま
で
い
く
こ
と
も
了
承
さ
れ
ま

し
た
。 

 

東
京
都
が
説
明
会
を 

 
 

個
人
情
報
保
護
法
の 

 
平
成
二
十
七
年
九
月
、
改
正

個
人
情
報
保
護
法
が
公
布
さ
れ
、

二
年
以
内
に
全
面
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た

に
要
配
慮
個
人
情
報
や
匿
名
加

工
情
報
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る

な
ど
様
々
な
改
正
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
個
人
情

報
保
護
法
が
定
め
る
義
務
規
定

の
対
象
外
で
あ
っ
た
、
事
業
活

動
に
利
用
す
る
個
人
情
報
の
件

数
が
五
千
人
分
以
下
の
事
業
者

も
義
務
規
定
の
対
象
に
な
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

事
業
者
に
お
い
て
は
、
新
た

な
制
度
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
中
小
規
模
の
事
業

者
で
は
、
大
規
模
事
業
者
に
比

べ
、
十
分
な
対
策
が
取
れ
て
い

な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

主
に
中
小
企
業
、
中
小
規
模
の

非
営
利
団
体
、
個
人
事
業
者
等

を
対
象
に
、
改
正
後
の
個
人
情

報
保
護
制
度
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
適
切
な
対
応
を
取
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

■
日
時
・
平
成
二
十
八
年
九

月
二
十
六
日 

（
月
曜
日
） 

午

後
一
時
か
ら
四
時 

 

 

■
場
所
・
東
京
都
庁
第
一
本

庁
舎
５
階
大
会
議
場 

 
 

 

■
内
容
・
講
師 

「
個
人
情

報
保
護
法
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
と

事
業
者
に
お
け
る
対
策
」（
仮
題
） 

 

講
師
弁
護
士 

森 

亮 

二 
 

氏 
(

弁
護
士
法
人
英
知
法
律

事
務
所
） 

 
 

■
問
合
せ
・
生
活
文
化
局
広

報
広
聴
部
情
報
公
開
課 

電
話 

０
３
‐
５
３
８
８
‐
３
１
３
５ 

 

 
 

                                 

山田雅義会長  

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
が
総
会 

 
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
深
耕
年
に 

新
会
長
に
山
田
雅
義
氏(

大
日
本
印
刷
副
社
長)

 

 



             

   

 ■
あ
な
た
の
会
社
の
退
職
金

は 

退

職

金

は

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

に
と
っ
て
は
、
退
職
後
の
設
計

を
す
る
上
で
は
重
要
な
も
の
で

す
。
特
に
ま
だ
ま
だ
終
身
雇
用

制
の
強
い
日
本
で
は
、
退
職
金

を
当
て
に
し
て
、
取
ら
ぬ
狸
の

皮
算
用
を
し
て
い
る
人
も
多
い

の
で
は
。
先
日
「
東
洋
経
済
オ

ン
ラ
イ
ン
」
に
面
白
い
記
事
が

載
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
紹

介
し
て
お
き
ま
す
。 

東

京

に

本

社

を

置

く

中

堅

の
映
像
制
作
会
社
に
三
〇
年
勤

め
る
Ａ
さ
ん
は
来
年
秋
に
六
〇

歳
の
定
年
退
職
を
迎
え
ま
す
。

会
社
が
用
意
し
て
い
る
嘱
託
再

雇
用
の
道
は
選
ば
ず
、
妻
と
二

人
で
富
士
山
の
見
え
る
山
梨
県

に
移
り
住
ん
で
、
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
を
満
喫
す
る
計
画
を
立
て
て

い
ま
し
た
。 

 

大
学
時
代
の
一
年
先
輩
で
東

京
の
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
に
勤

め
て
い
た
Ｙ
さ
ん
が
昨
年
の
定

年
退
職
で
得
た
約
二
千
五
百
万

円
の
退
職
金
を
元
手
に
家
を
買

っ
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
Ａ
さ

ん
は
、「
ウ
チ
の
会
社
で
も
一
千

万
円
ぐ
ら
い
は
出
る
だ
ろ
う
」

と
ア
テ
に
し
て
い
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
も
く
ろ
み

は
大
き
く
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
退
職

を
前
に
し
て
、
会
社
の
人
事
担

当
者
か
ら
「
退
職
金
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
告
げ
ら
れ
た
か
ら
で

す
。 

 

「
え
っ
！ 

そ
ん
な
バ
カ
な
。

昨
年
、
当
社
を
定
年
退
職
し
た

Ｔ
さ
ん
は
勤
続
二
〇
年
だ
っ
た

の
に
、
数
百
万
円
支
給
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
よ
」(

Ａ
さ

ん) 

 

「
Ｔ
さ
ん
に
支
払
っ
た
の
は

退
職
功
労
金
で
、
い
わ
ゆ
る
退

職
金
制
度
は
当
社
に
は
な
い
ん

で
す
」(

人
事
担
当
者) 

 

■
退
職
金
は
企
業
の
義
務
じ

ゃ
な
い
？ 

 

 

Ａ
さ
ん
は
会
社
に
抗
議
し
た

も
の
の
、
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
労
働
基

準
監
督
署
に
相
談
し
、「
就
業
規

則
を
確
認
し
て
下
さ
い
」
と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
、
目

を
皿
の
よ
う
に
し
て
就
業
規
則

を
読
み
返
し
た
も
の
の
「
退
職

金
」
の
文
字
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。「
退
職
金
は
任
意
で
決
め
る

も
の
、
退
職
金
制
度
が
無
く
て

も
違
法
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

 

Ｔ
さ
ん
に
支
払
わ
れ
た
退
職

功
労
金
は
、
就
業
規
則
に
は
「
社

員
が
退
職
し
た
場
合
で
、
在
職

中
に
特
に
功
労
が
あ
っ
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
退
職

功
労
金
を
支
給
す
る
場
合
が
あ

る
」
と
い
う
あ
や
ふ
や
な
記
載

が
さ
れ
て
い
る
の
み
で
し
た
。 

 

部

長

職

ま

で

上

り

詰

め

た

Ｔ
さ
ん
に
比
べ
、
Ａ
さ
ん
は
課

長
ど
ま
り
。
勤
続
年
数
の
長
さ

は
関
係
な
く
、
Ｔ
さ
ん
ほ
ど
の

功
労
金
が
支
払
わ
れ
る
可
能
性

は
限
り
な
く
低
そ
う
で
す
。 

 

「
退
職
金
が
も
ら
え
る
」
と

Ａ
さ
ん
が
思
い
込
ん
で
し
ま
っ

た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ

退
職
金
制
度
を
持
っ
て
い
る
企

業
が
多
い
か
ら
で
す
。「
平
成
二

十
五
年
就
労
条
件
総
合
調
査
結

果
」(

厚
生
労
働
省)

に
よ
る
と

約
七
五
％
の
企
業
で
退
職
金
制

度
が
あ
り
、
特
に
大
企
業
に
な

る
ほ
ど
そ
の
比
率
は
高
く
、
社

員
千
人
以
上
で
は
九
〇
％
超
え

る
企
業
が
退
職
金
制
度
を
有
し

て
い
ま
す
。3

0

人
以
上

9
9

人

以
下
の
企
業
で
も

7
2

％
で
す
。 

 

退
職
金
制
度
が
あ
る
企
業
で

は
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
の
金

額
が
支
払
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

よ
く
「
退
職
日
の
基
本

給
に
係
数
を
か
け
て
算
出
す
る

ん
だ
よ
」
な
ん
て
話
を
す
る
人

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
単
純
に

“
そ
う
い
う
設
計
を
し
て
い
る

会
社
が
多
い
”
と
い
う
だ
け
で
、

特
に
決
ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
制
度

の
有
無
も
自
由
で
あ
る
の
と
同

じ
で
、
退
職
金
を
い
く
ら
に
す

る
の
か
と
い
う
の
も
企
業
の
自

由
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

三
十
八
年
間
勤
め
て
も
“
ス
ズ

メ
の
涙
”
な
ん
て
こ
と
も
無
い

話
で
は
な
い
の
で
す
。 

 
あ
な
た
の
会
社
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
？
こ
の
際
、
一
度
確
認

を
し
た
方
が
い
い
で
す
よ
。 

《
引
用
資
料
》
東
洋
経
済
オ
ン

ラ
イ
ン
よ
り 

                                

意外と知らない退職金の話  

退職金は企業の義務ではない ! 

あなたの会社はどうですか? 

 



  
■
熱
中
症
の
症
状
と
は 

 
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環

境
に
、
私
た
ち
の
身
体
が
適
応

で
き
な
い
こ
と
で
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
の
総
称
で
す
。 

以
下
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
ら
、

熱
中
症
に
か
か
っ
て
い
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。 

                 

①
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、

顔
が
ほ
て
る
な
ど
の
症
状
が
出

た
ら
、
熱
中
症
の
サ
イ
ン
で
す
。 

一
時
的
に
意
識
が
遠
の
い
た
り
、

腹
痛
な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

②
「
こ
む
ら
返
り
」
と
呼
ば

れ
る
、
手
足
の
筋
肉
が
つ
る
な

ど
の
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
筋
肉
が
ピ
ク
ピ
ク
と
け

い
れ
ん
し
た
り
、
硬
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

③
体
が
ぐ
っ
た
り
し
、
力
が

入
ら
な
い
。
吐
き
気
や
お
う
吐
、

頭
痛
な
ど
を
伴
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

④

拭

い

て

も

吹

い

て

も

汗

が
で
る
、
も
し
く
は
ま
っ
た
く

汗
を
か
い
て
い
な
い
な
ど
、
汗

の
か
き
か
た
に
異
常
が
あ
る
場

合
に
は
、
熱
中
症
に
か
か
っ
て

い
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

⑤

体

温

が

高

く

て

皮

ふ

を

触
る
と
と
て
も
熱
い
、
皮
ふ
が

赤
く
乾
い
て
い
る
な
ど
の
症
状

も
熱
中
症
の
サ
イ
ン
で
す
。 

⑥

声

を

か

け

て

も

反

応

し

な
か
っ
た
り
、
お
か
し
な
返
答

を
す
る
。
ま
た
は
、
体
が
ガ
ク

ガ
ク
と
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た

り
、
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
な
ど

の
異
常
が
あ
る
と
き
は
、
重
度

の
熱
中
症
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。 

⑦

呼

び

か

け

に

反

応

し

な

い
な
ど
、
自
分
で
上
手
に
水
分

補
給
が
で
き
な
い
場
合
は
大
変

危
険
な
状
態
で
す
。
こ
の
場
合

は
、
む
り
や
り
水
分
を
口
か
ら

飲
ま
せ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
す
ぐ
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。 

 

■
熱
中
症
の
予
防
対
策
と
は 

熱

中

症

を

予

防

す

る

た

め

に
は
、
暑
さ
に
負
け
な
い
体
作

り
が
大
切
で
す
。
気
温
が
上
が

り
始
め
る
初
夏
か
ら
、
日
常
的

に
適
度
な
運
動
を
お
こ
な
い
、

適
切
な
食
事
、
十
分
な
睡
眠
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

①
水
分
を
こ
ま
め
に
と
る 

の
ど
が
か
わ
い
て
い
な
く
て
も
、

こ
ま
め
に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

の
塩
分
や
糖
分
を
含
む
飲
料
は

水
分
の
吸
収
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
、
汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
の
補

給
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

②
塩
分
を
ほ
ど
よ
く
と
る 

過
度
に
塩
分
を
と
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の
食
事
を

通
し
て
ほ
ど
よ
く
塩
分
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
大
量
の
汗
を
か
く

と
き
は
、
特
に
塩
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
か
か
り

つ
け
医
か
ら
水
分
や
塩
分
の
制

限
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
よ

く
相
談
の
上
、
そ
の
指
示
に
従

い
ま
し
ょ
う
。 

③
睡
眠
環
境
を
快
適
に
保
つ 

通

気

性

や

吸

水

性

の

良

い

寝
具
を
使
っ
た
り
、
エ
ア
コ
ン

や
扇
風
機
を
適
度
に
使
っ
て
睡

眠
環
境
を
整
え
、
寝
て
い
る
間

の
熱
中
症
を
防
ぐ
と
同
時
に
、

日
々
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ
と
で

翌
日
の
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。 

④
丈
夫
な
体
を
つ
く
る 

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
し
っ

か
り
と
し
た
睡
眠
を
と
り
、
丈

夫
な
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

体
調
管
理
を
す
る
こ
と
で
、
熱

中
症
に
か
か
り
に
く
い
体
づ
く

り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

■
暑
さ
に
対
す
る
工
夫
も 

 

い
ま
自
分
の
い
る
環
境
の
気

温
や
湿
度
を
い
つ
も
気
に
し
ま

し
た
り
屋
内
の
場
合
は
、
日
差

し
を
遮
っ
た
り
風
通
し
を
良
く

す
る
こ
と
で
、
気
温
や
湿
度
が

高
く
な
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
室
温

を
適
度
に
下
げ
ま
し
ょ
う
。
過

度
の
節
電
や
「
こ
の
程
度
の
暑

さ
な
ら
大
丈
夫
」
と
ガ
マ
ン
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
た
り
、
日

傘
を
さ
す
こ
と
で
直
射
日
光
を

よ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
な
る

べ
く
日
か
げ
を
選
ん
で
歩
い
た

り
、
日
か
げ
で
活
動
し
た
り
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

引

用

資

料 
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No140 健康がいちばん !   

熱中症に気を付けましょう! 

簡単なことで防げることが多い 

ストレスを溜めないことが大事 

http://www.netsuzero.jp/learning/le02
http://www.netsuzero.jp/learning/le02


     

リ
ン
テ
ッ
ク(

文
京
区
後
楽

二
の
一
の
二 
☎
三
八
六
八-

七
七
六
〇)

は
、
透
明
な
ガ
ラ
ス

に
貼
る
こ
と
で
、
見
る
角
度
に

よ
っ
て
透
明
に
見
え
た
り
、
す

り
ガ
ラ
ス
状
に
見
え
た
り
す
る

機
能
を
付
与
す
る
独
自
設
計
の

視
界
制
御
フ
ィ
ル
ム
を
開
発
。

不
透
明
角
度
の
異
な
る
四
品
種
。 

    
 

          

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

    

 

 

 

 

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
七
月
十

五
日
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。 

 

同
社
は
以
前
、
見
る
角
度
に

よ
っ
て
透
明
に
見
え
た
り
、
す

り
ガ
ラ
ス
状
に
見
え
た
り
す
る

同
様
の
視
界
制
御
フ
ィ
ル
ム
を

展
開
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
購

入
材
料
の
生
産
終
了
に
伴
い 

                    

    

二
〇
一
四
年
三
月
末
に
販
売
を

終
了
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
再
販
売
の
要
望
を

多
く
頂
い
た
こ
と
や
、
光
学
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
用
途
に
自
社
開
発

を
進
め
て
き
た
光
拡
散
フ
ィ
ル

ム*

の
技
術
を
応
用
で
き
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
回
、
同
社
の

建
物
用
ウ
イ
ン
ド
ー
フ
ィ
ル
ム

「
ウ
イ
ン
コ
ス
」
の
新
ア
イ
テ

ム
と
し
て
再
度
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。 

 

入
射
し
た
光
を
効
率
良
く
、

最
適
に
拡
散
さ
せ
る
光
学
機
能

性
フ
ィ
ル
ム
。
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

を
使
わ
ず
に
太
陽
光
や
照
明
を

反
射
さ
せ
て
情
報
を
表
示
す
る

反
射
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
へ

の
採
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
徴
と
し
て
は
、 

①

透

明

な

ガ

ラ

ス

に

貼

る

こ
と
で
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て

透
明
に
見
え
た
り
、
す
り
ガ
ラ

ス
状
に
見
え
た
り
す
る
機
能
を

付
与
す
る
視
界
制
御
フ
ィ
ル
ム

で
す
。 

②
「X

-1
5

1
5

(

正
面
不
透
明)

」

「Y
-2

5
5

5
(

一
方
向
不
透
明)

」

「Z
-2

5
5

5
(

両
方
向
不
透
明)

」 

    

「W
-0

0
5

5
(

一
方
向
不
透
明
・

広
範
囲)

」
の
四
品
種
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
目
的
に
合
わ
せ
て
、

視
界
を
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

③

ガ

ラ

ス

が

持

つ

透

明

感

や
採
光
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

不
要
な
部
分
の
視
界
を
カ
ッ
ト

す
る
た
め
、
窓
か
ら
の
景
観
を

保
ち
つ
つ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
に
貢
献
し
ま
す
。 

④
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
、
一
般

住
宅
の
窓
ガ
ラ
ス
、
扉
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
に
使
用
可
能

で
す
。 

耐
久
性
を
よ
り
向
上
さ
せ
、

さ
ら
に
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
が
持

つ
透
明
感
や
採
光
性
を
損
な
う

こ
と
な
く
、
不
要
な
部
分
の
視

界
を
カ
ッ
ト
す
る
た
め
、
窓
か

ら
の
景
観
を
保
ち
つ
つ
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
貢
献
し
ま
す
。 

※
施
工
面
は
ガ
ラ
ス
の
み
で
す
。 

  
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 
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第
一
五
一
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「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

 
 

独自設計の視界制御フィルムを 

不透明角度の異なる４品種発売 
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